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一　

鏡
野
町
香
北
地
域
の
森
林
に

　

つ
い
て

　

鏡
野
町
の
東
部
に
位
置
す
る
香
北
地

域
は
、
百
谷
、
真
経
、
大
町
、
岩
屋
、

越
畑
の
五
つ
の
大
字
か
ら
な
る
地
域
で
、

ほ
ぼ
全
域
が
山
林
に
覆
わ
れ
、
澄
み
き
っ

た
空
気
と
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
越

畑
ふ
る
さ
と
村
な
ど
美
し
く
懐
か
し
い

田
舎
の
風
景
が
今
も
残
さ
れ
て
い
る
地

域
で
す
。

　

当
地
域
は
、
古
く
か
ら
林
業
が
盛
ん

で
、
人
工
林
率
は
76
％
と
な
っ
て
お
り
、

拡
大
造
林
の
盛
ん
で
あ
っ
た
昭
和
40
年

頃
は
、
旧
鏡
野
町
森
林
組
合
の
作
業
班

員
（
推
進
隊
）
の
半
数
以
上
が
香
北
地

域
の
出
身
者
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
、
本
地
域
の
越
畑
地
区
に
は

岡
山
県
の
代
表
的
な
ス
ギ
の
地
域
品
種

で
あ
る
「
エ
ン
ド
ウ
ス
ギ
」
の
天
然
生

林
が
存
在
し
て
お
り
、
大
き
な
も
の
で

は
胸
高
直
径
が
80
㎝

を
超
え
て
い
ま

す
。

二　

三
木
敬
臣
氏
の
森
林

　

現
在
、
三
木
さ
ん
は
、
香
北
地
域
を

中
心
に
プ
ロ
意
識
の
高
い
林
業
家
で
結

成
さ
れ
た
「
明
日
檜
会
」
の
会
長
で
す
。

　

岩
屋
地
区
に
約
60
ha
の
山
林
を
所
有

し
、
そ
の
う
ち
約
55
ha
が
ス
ギ
、
ヒ
ノ

キ
の
人
工
林
と
な
っ
て
お
り
、
林
齢
は

40
～
70
年
生
が
中
心
で
す
が
、
１
０
０

年
生
を
超
え
る
森
林
も
あ
り
ま
す
。

　

林
業
経
営
は
、
曾
祖
父
の
代
か
ら
家

業
と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
ご
自
身
も

中
学
生
の
頃
か
ら
父
と
一
緒
に
、
植
栽

や
下
刈
り
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

三
木
さ
ん
が
岡
山
県
森
林
組
合
連
合

会
に
就
職
さ
れ
た
後
は
、
森
林
組
合
等

に
森
林
整
備
を
し
て
も
ら
い
、
退
職
後

は
自
ら
も
森
林
整
備
を
行
い
、
今
年
で

ち
ょ
う
ど
10
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

経
営
の
方
針
は
、
森
林
の
有
す
る
公

益
的
機
能
を
発
揮
し
つ
つ
多
様
な
木
材

需
要
に
継
続
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

収
入
間
伐
を
繰
り
返
す
長
伐
期
施
業
を

基
本
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
成
16
年
の
台
風
23
号
で

は
、
所
有
山
林
の
う
ち
北
側
斜
面
を
中

心
に
風
倒
木
被
害
が
発
生
し
、
多
く
の

森
林
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

旧
鏡
野
町
に
お
い
て
も
３
０
０
ha
を

超
え
る
被
害
が
発
生
し
、
多
く
の
林
家

が
経
営
意
欲
を
無
く
し
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
先
祖
が
育
て
残
し
て
く

れ
た
森
林
を
、
か
け
が
え
の
な
い
地
域

の
財
産
と
し
て
後
世
に
伝
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
使
命
を
痛
感

し
、
自
ら
が
率
先
し
て
森
林
再
生
に
取

り
組
み
、
林
業
経
営
に
適
し
た
土
地
を

中
心
に
約
10
ha
の
植
栽
を
行
い
、
今
も

除
伐
作
業
に
精
を
出
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

三　

最
後
に

　

三
木
さ
ん
ら
が
林
業
を
営
ん
で
お
ら

れ
る
香
北
地
区
は
、
地
形
は
急
峻
で
す

が
土
質
に
恵
ま
れ
、
ヒ
ノ
キ
の
良
質
材

の
生
産
に
適
し
た
地
域
で
す
。

　

こ
の
恵
ま
れ
た
地
力
は
林
業
経
営
に

と
っ
て
最
高
の
味
方
で
あ
り
、
先
人
達

が
残
し
て
く
れ
た
こ
の
森
林
資
源
を
後

世
に
よ
り
よ
い
形
で
、
地
域
の
林
研
グ

ル
ー
プ
等
と
協
力
し
な
が
ら
、
残
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

（
津
山
普
及
指
導
区　

大
西　

俊
和
）

民家の裏山に残されたケヤキ等の大木

香北地域と三木氏の森林位置

エンドウスギの天然生林

　

鏡
野
町
（
旧
鏡
野
町
）

　
　

香
北
地
域
の
造
林
地

　
　
　
　
【
津
山
普
及
指
導
区
】

大
切
に
育
ま
れ
て
き
た
お
か
や
ま
の
森

　
　

人
の
技
が
光
る
森

三木氏森林

越 畑

国道  179号線

奥津温泉

岩 屋

大 町

真 経百 谷
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一　

は
じ
め
に

　

総
社
市
は
、
岡
山
県
の
南
西
部
に
位

置
し
、
総
面
積
２
１
，
１
９
０
㌶
の
う

ち
約
63
％
を
森
林
が
占
め
て
い
ま
す
。

民
有
林
面
積
は
１
３
，
２
８
６
㌶
で
、

そ
の
う
ち
人
工
林
率
は
約
17
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
平
成
17
年
３
月
22
日
に
は

都
窪
郡
山
手
村
、
都
窪
郡
清
音
村
が
合

併
し
、
現
在
の
総
社
市
と
な
り
ま
し
た
。

二　

取
組
状
況

　

農
林
課
は
、
農
林
係
、
地
食
べ
係
、

工
務
係
の
３
係
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

森
林
関
係
業
務
は
農
林
係
が
担
当
し
て

い
ま
す
。

　

主
な
業
務
は
貴
重
な
景
勝
地
で
あ
る

吉
備
路
風
土
記
の
丘
、
砂
川
公
園
、
鬼

ノ
城
、
井
風
呂
谷
川
砂
防
公
園
な
ど
の

松
を
保
全
す
る
た
め
に
行
う
樹
幹
注
入
・

土
壌
改
良
や
、
伐
倒
駆
除
・
危
険
木
伐

倒
と
い
っ
た
松
く
い
虫
被
害
対
策
、
自

然
と
の
憩
い
の
場
と
し
て
整
備
さ
れ
た

「
新
本
地
区
生
活
環
境
保
全
林
」
と
「
き

よ
ね
の
里
山　

福
山
」
の
施
設
管
理
、

生
き

 
活
き
！

適
切
な
施
業
の
確
保
・
推
進
す
る
た
め

の
森
林
法
に
基
づ
く
届
出
制
度
の
指
導
、

緑
化
事
業
の
推
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
総
社
市
農
林
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

:/
/
w

w
w

.city
.so

ja
.o

k
a
y
a
m

a
.jp

/

n
orin

/sisei/n
ou

rin
.h

tm
l

）

三　

ス
タ
ッ
フ
紹
介

　

課
長
：
赤
星
敬
太
、
課
長
補
佐
兼

農
林
係
長
：
丸
山
幸
司
、
担
当
主
事
：

西
野
千
春
、
以
上
の
ス
タ
ッ
フ
で
業
務

を
進
め
て
い
ま
す
。

四　

今
後
に
つ
い
て

　

今
年
４
月
に
森
林
経
営
管
理
法
、
森

林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
に
関

す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
林
課
は
、
こ
れ
ま
で
の
森
林
関
係

業
務
に
加
え
、
森
林
経
営
管
理
法
に
係

る
業
務
と
当
該
譲
与
税
を
活
用
し
た
施

策
を
担
う
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
一
同
、
一
層
の
業
務
推
進

に
向
け
て
意
気
込
ん
で
お
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。

五　

お
わ
り
に

　

当
普
及
指
導
区
と
し
て
は
、
地
域
林

務
行
政
の
重
要
な
役
割
を
担
う
農
林
課

の
一
層
の
事
業
推
進
の
た
め
に
全
力
で

サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
倉
敷
普
及
指
導
区　

花
田　

智
雄
）

　
　
　

林
務
の
現
場

　

総

社

市

農

林

課

【
倉
敷
普
及
指
導
区
】  

伐倒駆除による松枯れ駆除対策

きよねの里山　福山

樹幹注入による松枯れ予防対策

新本地区生活環境保全林
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森
林
所
有
者
代
表
、
森
林
組
合
、
市
町
、

県
森
林
企
画
課
等
で
構
成
さ
れ
た
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
間
伐
推
進
に

向
け
て
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

一　

取
組
の
経
緯

　

備
前
地
域
の
人
工
林
は
、
35
年
生
以

上
が
85
％
を
占
め
、
そ
の
多
く
が
搬
出

間
伐
の
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
木
材
価
格
の
長
期
低

迷
や
所
有
者
不
明
の
森
林
増
加
に
よ

り
、
間
伐
が
進
ま
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
関
係
者
が
協
力
・
連
携
し
、

地
域
に
お
け
る
間
伐
実
施
の
課
題
を
洗

い
出
し
、
そ
の
解
決
策
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
林
地
残
材
の
有
効
利
用
に
よ

る
森
林
所
有
者
の
収
入
増
加
を
目
指
し
、

そ
れ
に
よ
り
、
更
な
る
間
伐
の
推
進
が

図
ら
れ
る
よ
う
取
組
を
行
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。

二　

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
設
立

　

岡
山
森
林
組
合
を
中
心
に
、
森
林
所

有
者
代
表
や
管
内
の
各
市
町
の
林
務
担

当
者
等
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
間
伐
推

進
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
を
平
成
29

年
度
か
ら
設
立
し
て
い
ま
す
。

　

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
森
林

経
営
計
画
が
立
て
ら
れ
て
い
な
い
地
区

を
対
象
に
、
間
伐
推
進
モ
デ
ル
団
地
を

設
定
し
、
間
伐
プ
ラ
ン
の
作
成
、
森
林

作
業
道
の
開
設
、
間
伐
や
間
伐
作
業
の

収
支
分
析
等
を
行
う
「
間
伐
推
進
部
会
」

と
、
間
伐
実
施
後
に
山
に
残
さ
れ
た
林

地
残
材
を
調
査
し
、
木
製
品
を
試
作
す

る
「
間
伐
材
活
用
部
会
」
を
設
け
、
様
々

な
視
点
か
ら
、
間
伐
を
推
進
す
る
た
め

の
方
法
や
、
林
地
残
材
の
利
用
方
法
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

三　

取
組
内
容

（
１
）
間
伐
推
進
部
会

　

平
成
29
年
度
に
、
岡
山
市
北
区
菅
野

地
区
に
間
伐
推
進
モ
デ
ル
団
地
を
設
定

し
、
森
林
や
森
林
所
有
者
の
調
査
を
行

い
、
間
伐
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
伐
プ
ラ
ン
を
基
に
地
元
説
明

会
を
開
催
し
、
間
伐
作
業
の
た
め
の
森

林
作
業
道
の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
９
月
に
は
、
モ
デ

ル
団
地
の
間
伐
を
実
施
し
、
間
伐
作
業

の
収
支
分
析
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

間
伐
プ
ラ
ン
の
作
成
や
間
伐
作
業
の

収
支
分
析
等
に
当
た
っ
て
は
林
業
普
及

指
導
員
が
特
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

（
２
）
間
伐
材
活
用
部
会

　

間
伐
を
実
施
し
た
モ
デ
ル
団
地
内
に

残
さ
れ
た
林
地
残
材
を
地
元
の
施
設
で

加
工
し
、
平
成
31
年
３
月
に
①
テ
ィ
ッ

シ
ュ
置
き
ゴ
ミ
箱
、
②
本
立
て
、
③
ス
パ

イ
ス
ラ
ッ
ク
、
④
子
供
用
椅
子
（
屋
内
用
）

の
４
点
の
木
製
品
を
試
作
し
ま
し
た
。

　

試
作
品
の
製
作
に
当
た
っ
て
は
、
過

去
に
当
普
及
指
導
区
で
実
施
し
た
イ
ベ

ン
ト
等
の
木
製
キ
ッ
ト
の
設
計
図
な
ど

を
参
考
に
、
新
た
な
設
計
図
を
作
成
し

提
案
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
当
普
及
指
導
区
が
主
体
と
な

り
、
消
費
者
の
意
見
を
聞
く
た
め
、
木
材
・

木
製
品
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

四　

終
わ
り
に

　

当
普
及
指
導
区
で
は
、
モ
デ
ル
団
地

の
収
支
分
析
結
果
や
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結
果
な
ど
を
基
に
、
森
林
所
有
者
や

木
材
関
係
者
に
間
伐
推
進
の
た
め
の
普

及
啓
発
資
料
を
作
成
し
、
提
供
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
取
組
が
、
森
林
所
有
者
の
山

へ
の
関
心
を
高
め
、
森
林
経
営
計
画
へ

の
参
加
や
、
森
林
経
営
管
理
制
度
の
一

助
と
な
る
よ
う
、
継
続
し
た
取
組
を
進

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
岡
山
普
及
指
導
区　

夕
部　

聡
一
郎
）

　

間
伐
の
推
進
を
目
指
し
て

【
岡
山
普
及
指
導
区
】  
　
　

普
及
指
導
区
の
情
報

普
及
指
導
区
の
情
報

ワーキンググループ会議の状況

林地残材を利用した木製品
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一　

は
じ
め
に

　

こ
の
研
修
は
、
林
業
の
普
及
活
動
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て
い
る
中
、

効
果
的
な
普
及
活
動
を
進
め
る
た
め
、

林
業
普
及
指
導
員
が
一
堂
に
会
し
、
研

究
発
表
に
よ
る
最
新
技
術
等
の
情
報
共

有
及
び
グ
ル
ー
プ
討
議
を
通
し
て
林
業

普
及
指
導
員
の
資
質
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
令
和
元
年
７
月
29
日
（
月
）

に
、
サ
ン
・
ピ
ー
チ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
（
岡

山
市
）
で
県
林
業
関
係
職
員
55
名
が
参

加
し
て
開
催
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
概
要

を
報
告
し
ま
す
。

二　

中
央
研
修
の
主
な
内
容

（
１
）
研
究
と
普
及
と
の
関
係

　

今
回
の
中
央
研
修
の
テ
ー
マ
は
「
林

業
普
及
指
導
員
と
試
験
研
究
機
関
の
連

携
」
と
し
、
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー

森
林
研
究
所
に
お
い
て
平
成
30
年
度
に

終
了
し
た
試
験
研
究
課
題
に
つ
い
て
、

普
及
業
務
に
お
け
る
活
用
に
向
け
た
協

議
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
始
め
に
、
「
研
究
と
普
及
と
の
関

係
」
と
題
し
て
、
講
義
形
式
に
よ
り
、

研
究
所
の
試
験
研
究
課
題
の
選
定
方
法

や
課
題
実
施
の
流
れ
か
ら
、
林
業
に
お

け
る
諸
課
題
が
森
林
研
究
所
と
共
有
さ

れ
る
仕
組
み
や
、
研
究
の
目
的
に
つ
い

て
再
確
認
し
ま
し
た
。

（
２
）
研
究
成
果
発
表

　

試
験
研
究
成
果
の
情
報
共
有
を
目
的

に
、
森
林
研
究
所
か
ら
研
究
成
果
の
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。
林
業
研
究
室
と
木

材
加
工
研
究
室
か
ら
、
合
わ
せ
て
６
課

題
の
発
表
が
あ
り
、
発
表
後
に
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
終
了
課
題
と
発
表
者

〈
林
業
研
究
室
〉

「
マ
ツ
タ
ケ
の
省
力
栽
培
技
術
の
開
発
」

藤
原
専
門
研
究
員

「
半
炭
化
技
術
に
よ
る
放
置
竹
林
の
活

用
」　
　
　
　
　
　
　

 

牧
本
専
門
研
究
員

「
軽
架
線
集
材
に
よ
る
搬
出
に
関
す
る
研

究
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

新
原
技
師

「
森
林
作
業
道
の
路
体
強
度
に
関
す
る
研

究
」　
　
　
　
　
　
　

 

牧
本
専
門
研
究
員

〈
木
材
加
工
研
究
室
〉

「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
乾
燥
状
態
の

向
上
に
関
す
る
研
究
」　
　
　

 

北
村
技
師

「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
利
用
し
た
木
質
栽

培
床
の
効
率
的
な
製
造
方
法
の
開
発
」

金
田
特
別
研
究
員

（
３
）
グ
ル
ー
プ
討
議

　

試
験
研
究
成
果
の
発
表
を
受
け
て
、

研
究
成
果
を
普
及
業
務
に
活
用
す
る
た

め
の
手
段
（
資
料
作
成
・
現
地
指
導
・

研
修
会
等
）
や
更
に
必
要
な
こ
と
に
つ

い
て
、
発
表
６
課
題
を
６
班
に
振
り
分

け
て
、
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
内
容
が
マ
ツ
タ
ケ
の
省

力
栽
培
技
術
の
よ
う
な
基
礎
的
な
も
の

か
ら
木
質
栽
培
床
の
製
造
方
法
な
ど
の

実
用
的
な
も
の
に
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
追

加
の
成
果
が
待
た
れ
る
も
の
や
具
体
的

な
手
段
に
至
る
も
の
も
あ
り
、
討
議

内
容
を
踏
ま
え
、
今
年
度
は
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
燃
料
の
乾
燥
に
つ
い
て
普
及
用

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
を
進
め
て
い
く

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

（
４
）
普
及
指
導
の
取
組
発
表

　

そ
の
他
、
研
究
機
関
と
連
携
し
た
普

及
指
導
の
取
組
事
例
と
し
て
「
研
究
機

関
と
の
連
携
に
よ
る
岡
山
甘
栗
の
栽
培

普
及
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
勝
英
普
及

指
導
区
の
福
見
総
括
副
参
事
か
ら
、
岡

山
甘
栗
の
産
地
化
に
向
け
て
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

三　

お
わ
り
に

　

県
で
は
、
今
回
の
研
修
や
森
林
経
営
・

施
業
技
術
・
林
産
な
ど
の
専
門
分
野
ご

と
に
行
う
研
修
な
ど
を
通
し
て
、
今
後

も
林
業
普
及
指
導
員
の
資
質
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
林
政
課　

普
及
指
導
班
）

令
和
元
年
度

 

林
業
普
及
指
導
員
等

 

中
央
研
修
を
開
催

農林水産総合センター森林研究
所の研究成果発表を熱心に聞き
入る林業普及指導員

勝英普及指導区における試験研
究機関と連携した岡山甘栗の栽
培普及の取組発表

試験研究成果の活用に向けて普
及する内容や普及方法（リーフ
レットの作成等）について討議
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美
作
東
備
森
林
組
合

荒あ
ら
し
ま島　

正ま
さ
ひ
ろ弘  

さ
ん

東
備
地
域
で

　  
活
躍
さ
れ
る
方

　

今
回
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
美
作
東

備
森
林
組
合
赤
磐
支
所
の
業
務
補
助
員

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
荒
島
正
弘
さ

ん
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

　

荒
島
さ
ん
は
、
赤
磐
市
役
所
を
退
職

さ
れ
た
後
に
森
林
組
合
に
再
就
職
さ
れ
、

森
林
調
査
等
の
業
務
に
従
事
さ
れ
て
い

ま
す
。

一　

経
歴

　

荒
島
さ
ん
は
、
赤
磐
市
（
旧
吉
井
町
）

出
身
で
、
津
山
市
内
の
高
校
を
卒
業
後
、

赤
磐
市
役
所
（
旧
吉
井
町
役
場
）
に
就

職
さ
れ
、
技
術
系
の
職
員
と
し
て
主
に

土
木
関
係
で
の
経
験
が
長
く
、
若
い
時

に
は
林
道
開
設
の
測
量
・
設
計
・
工
事

の
監
督
業
務
も
担
当
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
旧
吉
井
町
役
場
で
の
勤
務
年

数
が
長
い
こ
と
か
ら
、
町
内
の
地
形
、

森
林
の
状
況
、
森
林
所
有
者
等
の
情
報

を
熟
知
さ
れ
て
い
ま
す
。

二　

仕
事
の
内
容 

　

 

荒
島
さ
ん
は
現
在
、
東
備
地
域
の
エ

リ
ア
内
で
森
林
調
査
、
森
林
作
業
道
の

測
量
・
設
計
、
森
林
所
有
者
と
の
連
絡

調
整
等
を
担
当
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

東
備
地
域
の
森
林
経
営
管
理
制
度
の
担

当
者
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

三　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

今
回
、
荒
島
さ
ん
に
地
域
林
業
の
課

題
と
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
伺
い
ま
し

た
。

①
森
林
の
状
況
と
課
題
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

森
林
調
査
等
で
地
域
の
山
に
入
っ
て

見
る
と
、
森
林
の
管
理
は
さ
れ
ず
放
置

さ
れ
、
荒
廃
し
た
森
林
を
数
多
く
目
に

し
ま
す
。
ま
た
、
山
で
の
仕
事
は
十
分

に
あ
る
の
に
、
林
業
関
係
の
仕
事
に
就

職
を
希
望
す
る
若
い
方
は
少
な
く
、
就

職
し
て
も
定
着
が
難
し
い
状
況
で
す
。

こ
の
た
め
、
若
い
方
が
林
業
に
興
味
を

持
ち
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

情
報
発
信
が
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

②
現
場
で
特
に
注
意
し
て
い
る
事
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

森
林
作
業
道
の
開
設
に
当
た
っ
て
は
、

地
形
に
沿
っ
た
無
理
の
な
い
路
線
計
画

を
立
て
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
作
業
道

の
設
置
に
よ
り
水
の
流
れ
が
大
き
く
変

わ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
排
水
計
画
を

十
分
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
詳

細
な
現
地
調
査
と
施
工
中
で
も
排
水
位

置
を
変
更
す
る
な
ど
柔
軟
に
対
応
す
れ

ば
、
降
雨
に
よ
る
施
設
災
害
は
減
少
す

る
と
思
い
ま
す
。

③
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　

私
は
旧
吉
井
町
内
の
森
林
は
、
概
ね

把
握
で
き
て
い
ま
す
が
、
組
合
業
務
を

推
進
し
て
行
く
た
め
に
は
、
管
内
全
域

の
森
林
の
状
況
を
把
握
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
積
極

的
に
現
場
に
出
向
き
、
森
林
の
把
握
に

努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
経
営
管
理
制
度
に
つ
い

て
は
、
市
町
村
が
森
林
所
有
者
に
今
後

の
森
林
経
営
や
管
理
に
つ
い
て
意
向
調

査
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

地
域
の
森
林
を
把
握
し
て
い
る
組
合
と

し
て
、
現
地
調
査
を
中
心
に
市
町
と
連

携
・
協
力
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
森
林
ク
ラ
ウ
ド
の
操
作
方

法
も
習
得
し
、
積
極
的
に
活
用
す
る
こ

と
で
業
務
の
効
率
化
を
図
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

四　

最
後
に

　

今
年
度
か
ら
森
林
経
営
管
理
制
度
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
管
内
の
市
町
の
担

当
者
は
林
務
以
外
の
事
務
も
兼
務
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
東
備
地
域
森
林
課
で
は
、

市
町
、
森
林
組
合
と
連
携
し
、
こ
の
新

た
な
制
度
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う

意
見
交
換
会
等
を
定
期
的
に
開
催
し
て

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
荒
島
さ
ん
に
は
元
市
職
員

と
し
て
の
豊
富
な
経
験
を
活
か
し
活
躍

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
、
東
備

普
及
指
導
区
と
し
て
も
引
き
続
き
支
援

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
東
備
普
及
指
導
区　

小
野　

正
徳
）

★
☆
★

★

☆

設計した作業道と搬出間伐の現場

市職員との協議：左が荒島氏

★

★
★
★
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一　

は
じ
め
に

　

今
年
も
台
風
の
被
害
が
心
配
さ
れ
る
時

期
と
な
り
ま
し
た
。
災
害
に
強
く
、
繰
り

返
し
使
え
る
作
業
道
の
作
設
を
目
指
し
て

「
岡
山
県
森
林
作
業
道
作
設
指
針
」
と
「
岡

山
県
森
林
作
業
道
作
設
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を

基
本
に
し
た
作
設
技
術
を
研
修
等
で
お
伝

え
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
昨
年
の
被

害
を
教
訓
に
、
再
度
基
本
を
振
り
返
っ
て

み
ま
す
。

二　

被
害
の
様
子

　

昨
年
の
７
月
豪
雨
災
害
は
７
月
５
日
～

７
日
で
、
多
い
と
こ
ろ
は
４
０
０
㍉
を
超

す
記
録
的
な
大
雨
と
な
り
、
約
５
０
０
箇

所
の
森
林
作
業
道
被
害
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
主
な
被
害
状
況
は
、
①
渓
流
か
ら
の

土
砂
に
よ
り
暗
渠
工
が
閉
塞
し
、
行
き
場

を
失
っ
た
雨
水
が
下
流
の
路
面
を
洗
掘
し

た
も
の
、
②
路
肩
部
の
ク
ラ
ッ
ク
・
崩
壊

で
し
た
。

三　

被
害
状
況
か
ら
作
設
の
留
意
点

（
１
）
渓
流
の
越
え
方
と
縦
断
勾
配

　

写
真
１
は
、
作
業
道
が
渓
流
を
越
え
る

た
め
に
設
置
し
た
ヒ
ュ
ー
ム
管
（
暗
渠
工
）

の
周
囲
が
洗
掘
さ
れ
た
も
の
で
す
。
暗
渠

の
呑
み
口
が
、
大
雨
で
枝
や
流
木
、
石
な

ど
で
塞
が
れ
、
濁
流
が
路
面
に
あ
ふ
れ
、

写
真
２
の
よ
う
に
路
面
洗
掘
に
至
り
ま
す
。

　

対
策
と
し
て
、
渓
流
を
越
え
る
方
法
に

つ
い
て
、
維
持
管
理
が
必
要
な
暗
渠
で
は

な
く
、
開
渠
の
洗
い
越
し
の
設
置
を
検
討

し
ま
す
。
（
図
１
）
。

　

暗
渠
を
設
置
す
る
場
合
、
必
ず
設
置
す

る
下
り
勾
配
側
に
、
暗
渠
が
閉
塞
し
て
水

が
あ
ふ
れ
て
も
、
路
面
に
水

が
流
れ
込
ま
な
い
よ
う
に
、

土
を
盛
る
な
ど
し
て
逆
勾
配

と
な
る
部
分
を
設
置
し
て
く

だ
さ
い
。

　

こ
れ
は
、
波
形
線
形
の
路

面
排
水
の
考
え
方
で
す
。
路

面
の
洗
掘
を
防
ぐ
た
め
に
、

雨
水
を
集
中
さ
せ
ず
、
こ
ま

め
に
排
水
す
る
こ
と
が
必
要

で
、
路
面
の
縦
断
勾
配
を
緩

や
か
な
波
形
線
形
（
図
２
）

と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
短
い

間
隔
で
水
の
流
れ
を
断
ち
、

分
散
排
水
す
る
も
の
で
す
。

（
２
）
開
設
土
工

　

写
真
３
は
、
路
肩
部
分
に

ク
ラ
ッ
ク
が
入
り
、
崩
壊
し

た
も
の
で
す
（
図
３
）
。

　

対
策
と
し
て
は
、
作
業
道
を

開
設
す
る
際
の
土
工
の
施
工
方

法
の
徹
底
で
す
。
表
土
や
根

株
の
除
去
、
段
切
・
段
盛
に
よ

る
締
固
め
を
十
分
に
行
う
こ
と

で
、
地
山
と
盛
土
が
な
じ
み
堅

固
な
路
体
が
で
き
あ
が
り
ま

す
。
特
に
盛
土
尻
部
分
を
丁
寧

に
仕
上
げ
、
水
平
に
一
層
30
㌢

程
度
で
締
め
固
め
る
こ
と
が
重

要
で
す
（
図
４
）
。

四　

お
わ
り
に

　

以
上
、
昨
年
の
被
災
状
況
を
振
り
返
っ

て
、
今
後
、
気
を
付
け
た
い
基
本
事
項
に

つ
い
て
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
台
風
等
の

大
雨
に
よ
る
被
害
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
作
設
時
に
実
施
す
べ
き
こ
と
は

や
っ
て
お
き
、
点
検
・
維
持
管
理
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。

（
普
及
推
進
課　

林
業
普
及
推
進
班
）

森
林
作
業
道
の
管
理
に
つ
い
て

　
～ 
７
月
豪
雨
災
害
の
教
訓 
～

図１　洗い越し工のイメージ図２　路面排水の波形線形

図３　段切・段盛未施工のイメージ図４　地山と盛土の一体化施工

写真１

写真２

写真３
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一　

は
じ
め
に

　

岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会
専
門
部

会
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
岡
山
県

林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
交
換
研
修
大
会
」

が
令
和
元
年
７
月
５
日
に
、
真
庭
市
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
林
研
グ
ル
ー
プ
の
情
報

交
換
を
行
う
こ
と
で
、
県
下
の
林
研
グ

ル
ー
プ
の
資
質
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
11
グ
ル
ー

プ
、
54
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
各
林
研

グ
ル
ー
プ
の
取
り
組
み
な
ど
、
様
々
な

情
報
交
換
が
で
き
ま
し
た
。

二　

林
研
グ
ル
ー
プ
の
活
動
発
表

　

令
和
元
年
度
は
、
真
庭
森
林
・
林
業

研
究
会　

向
井
王
則
様
か
ら
、
「
未
来
に

引
き
継
ぐ
真
庭
の
森
づ
く
り
」
に
つ
い

て
、
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

林
研
・
行
政
・
事
業
体
な
ど
が
協
力

し
て
地
域
で
一
体
と
な
っ
て
物
事
を
考

え
る
風
土
の
あ
る
、
真
庭
地
域
の
特
性

を
活
か
し
た
様
々
な
取
り
組
み
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
、
里
山
資
源
で

あ
る
薬
草
に
着
目
し
た
取
り
組
み
で
は
、

地
道
な
活
動
が
、
高
校
の
環
境
学
習
や

全
国
薬
草
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
へ
大
き

く
発
展
し
た
好
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

三　

県
外
研
修
等
受
講
者
の
報
告
等

　

平
成
30
年
度
の
は
つ
ら
つ
林
業
女
性

交
流
会
に
つ
い
て
、
新
見
市
神
郷
女
性

林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
の
山
口
紀
久
子
様
・

松
浦
尚
子
様
か
ら
報
告
が
あ
り
、
交
流

会
で
知
り
合
わ
れ
た
他
県
の
林
研
グ

ル
ー
プ
と
、
そ
の
後
も
交
流
が
あ
る
こ

と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
中
国
・

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
林
業
グ
ル
ー
プ
コ
ン

ク
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
豊
並
樹
苗
生
産

組
合
の
長
畑
健
三
様
か
ら
報
告
が
あ
り
、

コ
ン
テ
ナ
苗
の
現
物
を
会
場
に
持
参
さ

れ
て
、
他
県
の
林
研
の
方
々
と
積
極
的

に
意
見
交
換
で
き
る
機
会
と
な
っ
た
こ

と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
林
研
グ
ル
ー
プ
の
活
動
紹
介

で
は
、
各
グ
ル
ー
プ
代
表
者
が
順
番
に

最
近
の
活
動
に
つ
い
て
、
各
地
域
の
特

色
に
あ
っ
た
様
々
な
取
り
組
み
を
紹
介

し
ま
し
た
。
今
年
の
３
月
に
発
足
し
た

「
岡
山
林
業
未
来
会
」
の
竹
原
会
長
は
、

「
現
在
メ
ン
バ
ー
は
６
名
で
す
が
、
県
内

各
地
に
住
ん
で
お
り
、
活
動
区
域
も
県

内
全
域
を
考
え
て
い
ま
す
。
小
学
生
か

ら
高
校
生
ま
で
、
子
ど
も
た
ち
を
中
心

に
林
業
の
魅
力
を
伝
え
る
活
動
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
」
と
熱
い

思
い
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
会
場
後
方
で
は
女
性
林
研

グ
ル
ー
プ
が
、
コ
ン
テ
ナ
苗
や
く
ず
新

芽
茶
な
ど
の
展
示
や
木
工
教
室
な
ど
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
た
ブ
ー
ス
を
設
置

し
、
展
示
内
容
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

四　

現
地
研
修

　

株
式
会
社
勝
山
木
材
市
場
を
視
察
し

ま
し
た
。
常
務
取
締
役
青
木
様
か
ら
、

木
材
の
市
況
や
住
宅
用
木
材
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

五　

お
わ
り
に

　

年
に
一
度
の
本
大
会
開
催
を
、
沢
山

の
方
が
楽
し
み
に
し
て
お
り
、
事
務
局

で
は
、
今
後
も
、
み
な
さ
ま
の
期
待
に

添
え
る
企
画
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

（
岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会
事
務
局
）

岡
山
県
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ

　

交
換
研
修
大
会
が

　
　
　

開
催
さ
れ
ま
し
た

林研グループの活動発表状況

女性林研グループ

展示の様子

株式会社勝山木材市場視察の様子
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県
で
は
「
お
か
や
ま
の
木
で
家
づ
く
り

支
援
事
業
」
と
し
て
、
県
産
材
を
使
用

し
た
住
宅
の
新
築
・
改
修
を
行
う
施
工

業
者
を
対
象
に
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
新
た
に
県
産
森
林
認

証
材
を
補
助
対
象
に
加
え
ま
し
た
。
木

材
使
用
量
は
、
新
築
の
場
合
４
立
方
㍍

以
上
、
改
修
の
場
合
２
立
方
㍍
以
上
で

使
用
量
に
応
じ
て
最
大
24
万
円
の
助
成

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
等

で
被
災
さ
れ
た
方
の
優
先
枠
を
設
け
、

住
宅
の
再
建
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

「
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
選
手
村

ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
県
産
木
材
出
発
式 

ｆ
ｒ
ｏ
ｍ 

お
か
や
ま
」
を
開
催
し
ま
し

た
！

　

７
月
１
日
（
月
）
、
株
式
会
社
岡
山
木

材
相
互
市
場
（
岡
山
市
南
区
藤
田
）
で
、

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
選
手
村
ビ

レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
の
建
築
に
提
供
す
る
県

産
木
材
の
出
発
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

県
で
は
、
素
材
生
産
量
日
本
一
を
誇

る
県
産
ヒ
ノ
キ
の
魅
力
を
広
く
普
及
啓

発
す
る
た
め
、
公
益
財
団
法
人
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
組
織
委
員
会
が
実
施
し
て
い
る
「
日

本
の
木
材
活
用
リ
レ
ー　

～
み
ん
な
で

作
る
選
手
村
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
～
」
事

業
に
参
画
し
、
昨
年
度
か
ら
県
産
木
材

の
調
達
、
製
材
加
工
等
の
準
備
を
進
め

て
き
た
も
の
で
、
こ
の
度
の
出
発
式
で

第
一
便
を
出
荷
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
県
産
木
材
の
調
達
、
製
材

加
工
等
に
協
力
を
い
た
だ
い
た
森
林
所

有
者
・
加
工
関
係
業
者
や
地
元
こ
ど
も
園

の
園
児
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
、
東
京
へ

出
発
す
る
ト
ラ
ッ
ク
を
見
送
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
８
月
ま
で
に
ヒ
ノ
キ
製
材
品

82
・
６
立
法
㍍
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成

板
）
20
・
２
立
法
㍍
を
順
次
出
荷
し
ま
す
。

ま
た
、
大
会
終
了
後
、
返
却
さ
れ
た
木

材
は
、
県
内
の
公
共
施
設
に
お
い
て
ベ

ン
チ
な
ど
に
加
工
し
て
再
利
用
す
る
計

画
で
す
。

　

今
後
と
も
様
々
な
機
会
を
捉
え
、
県

産
ヒ
ノ
キ
の
魅
力
を
県
内
外
に
広
く
周

知
し
、
県
産
木
材
利
用
へ
の
理
解
の
醸

成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

区　　　　　分
一戸当たりの

助成金額

①新築
県産乾燥材（８㎥以上）を使用

（定額）20万円

②新築
県産森林認証材（４㎥以上）を使用

（３万円/㎥）
12～24万円

③被災住宅の改修
県産森林認証材（２㎥以上）を使用

（３万円/㎥）
６～24万円

補助区分と助成金額

【連絡先】岡山県木材組合連合会　　℡ 086-231-6677
　　　　 岡山県林政課林業木材班　℡ 086-226-7452

　

受
付
は
、
岡
山
県
木
材
組
合
連
合
会

で
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
同
連
合
会
ま
た
は
、

岡
山
県
林
政
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

ト

ピ

ッ

ク

ス

県
産
材
を
使
っ
た
家
づ
く
り
を

支
援
し
て
い
ま
す

県産木材を乗せたトラックの見送り

県産材を使った木造住宅

記念写真
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※詳細は申込先にお問い合わせください。

名　　　称 会場 日　　　程 申込・問合せ先

小型移動式クレーン運転 岡山 11月21、22日

玉掛け
岡山 10月3、4日、11月14、15日

一般社団法人　岡山労働基準協会
TEL（086）225−3571

津山 10月29、30日

伐木（特別教育） 津山 10月17、18日

刈払（安全衛生教育） 津山 10月24日

開　催　日 時間（講習時間：３時間）

10月19、20、27日
１回目 ２回目

9：00～12：00 13：30～16：30

開　催　日 時間（講習時間：３時間）

11月11、12、13日
１回目 ２回目

9：00～12：00 13：30～16：30

開　催　日 時間（講習時間：３時間）

12月４、５日
１回目 ２回目

9：30～12：30 13：30～16：30

開　催　日 時間（講習時間：３時間）

12月10、11日
１回目 ２回目

9：00～12：00 13：30～16：30

会場：岡山県安全衛生会館 定員80人

会場：津山圏域雇用労働センター２階 定員80人

会場：高梁総合文化会館 定員60人

会場：岡山県労働基準協会新見支部 定員40人

※受講履歴等の問合せ先：岡山県労働基準協会　講習担当　ＴＥＬ 086-221-2160

伐木等の業務（大径木）特別教育修了者を対象とした補講

技能講習会の開催（10月〜12月）
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樹　　　種 寸　　　　　法 等級 区分 安値　～　高値（円/㎥）

ス　ギ
正角３ｍ　10.5㎝角 特等 Ｋ 53,000（直送）～58,000（市場）

正角３ｍ　12㎝角 特等 Ｋ 53,000（直送）～58,000（市場）

ヒノキ
正角３ｍ　10.5㎝角 特等 Ｋ 65,000～68,000（無背割）

正角３ｍ　12㎝角 特等 Ｋ 60,000～65,000

マ　ツ 平角４ｍ　10.5～12㎝×15～18㎝ 一等 Ｋ 75,000

米マツ
正角３ｍ、４ｍ　10.5㎝角 特等 Ｇ 56,000～58,000

平角３ｍ、４ｍ　10.5×15～21㎝ 特等 Ｇ 58,000～60,000

北洋アカマツ タルキ４ｍ　3.8㎝角 特等 Ｋ 70,000～75,000

ホワイトウッド 間柱３ｍ　2.7㎝×10.5㎝ 特等 Ｋ 60,000～

注１：価格は、岡山県内の市場等の相場を参考とした。

注２：区分のＫとは人工乾燥材、Ｇとは未乾燥材のこと。

製　材（８月）  

林 産 物 市 況

木　材（８月19日） 

・出荷量　　約1,300㎥ 

単位：千円／㎥　

乾しいたけ（７月３日）

・出品数量　4.0ｔ

・価格高値　5,510円

・総 平 均　3,026円

樹種 長さ 径　級 直　材 小曲り 概　　況

杉

３ｍ

14～16 10.5 −

18～20 10.5 −

22～28 10 −

４ｍ
18～22 10 −

24～28 10 −

６ｍ 16～18 13 −

桧

３ｍ

14～16 19.5 16

18～20 18 16

22㎝上 16.5 16

４ｍ

14～18 19 18

20～22 16 16

24～28 16 16

30㎝上 16 16

６ｍ
16 25 18

18～20 30 20

松
３ｍ 18～22 10 8

４ｍ 18～22 10 8

品　柄
価　　 格

相場
 平均  高値 

香 信 大 3,517 4,310 ○
香 信 中 3,271 4,510 ○
香 信 小 2,513 3,890 □
小 間 1,892 2,000 △
香 信 山 成 2,660 4,390 □
バ レ 大 3,072 4,180 ○
バ レ 中 2,799 3,770 □
ス ラ イ ス 2,907 5,380 ○
花 ど ん こ 4,390 4,390 ◎
上 ど ん こ 4,500 4,500 ◎
並 ど ん こ 4,013 4,860 ◎
並並どんこ 2,816 4,210 □
小玉どんこ 2,616 3,790 □
山成どんこ 3,090 3,090 ○
こ う こ 3,922 5,510 ◎
格 外 1,926 2,500

資料：岡山県森連勝山木材共販所市況速報、価格は中値。

価格：円／㎏  （相場）強：◎　保合：○　弱保合：□

＜概況＞
　香信・バレ系が全体の67％を占め、小さいものの値が付きに
くかった一方で、大きく形の整ったものが品柄を問わず高値で
取引きされた。
　平均単価は、3,000円を超え、全国市場での取引価格と同程
度となった。
　今回の市でも、品柄や大きさの揃ったものが高値で取引された。

資料：岡山県森林組合連合会椎茸共販所

※次回入札会は令和元年10月下旬頃

杉概況

【３ｍ】

柱　材　保合い

中目材　保合い

【４ｍ】

中目材　保合い

元　木　保合い

桧概況

【３ｍ】

柱　材　保合い

中目材　保合い

元　木　保合い

【４ｍ】

柱　材　保合い

中目材　弱含み

元　木　保合い
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◎
会
員
及
び
投
稿
募
集
し
て
い
ま
す

　

事
務
局
で
は
、
会
員
の
方
か
ら
森
林
・

林
業
に
関
す
る
質
問
や
疑
問
、
イ
ベ
ン

ト
情
報
等
、
身
近
な
話
題
の
投
稿
を
お

持
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
会
員
も
継
続
し
て
募
集

し
て
お
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
送
付
先
】

〒
７
０
０
─
８
５
７
０

　

岡
山
市
北
区
内
山
下
２
─
４
─
６

　

岡
山
県
庁
林
政
課
内

　

電
話
０
８
６
─
２
２
６
─
７
４
５
１

　

ま
た
は

〒
７
１
７
─
０
０
１
３

　

真
庭
市
勝
山
１
８
８
４
─
２

　

森
林
研
究
所 

木
材
加
工
研
究
室
内

　

電
話
０
８
６
７
─
４
４
─
３
３
６
７

ぼ
っ
け
ー 
に
な
る
情
報

  

伐
木
作
業
に
携
わ
る
方
へ

　

特
別
教
育
の
補
講
を
お
忘
れ
な
く

　

林
業
に
お
け
る
労
働
災
害
発
生
率
が

依
然
と
し
て
高
く
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
作

業
に
よ
る
伐
木
作
業
中
の
発
生
が
約
６

割
を
占
め
て
い
る
状
況
等
を
踏
ま
え
、

事
業
者
が
講
ず
べ
き
措
置
な
ど
に
つ
い

て
、
「
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
以
下 

安

衛
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
及
び

安
全
衛
生
特
別
教
育
規
程
を
改
正
す
る

件
」
が
平
成
31
年
２
月
12
日
に
そ
れ
ぞ

れ
公
布
又
は
告
示
さ
れ
、
２
月
15
日
に

は
、
修
羅
に
よ
る
集
材
又
は
運
材
に
お

け
る
危
険
の
防
止
規
程
の
廃
止
や
木
馬

運
材
及
び
雪
そ
り
運
材
に
係
る
規
程
の

廃
止
、
８
月
１
日
か
ら
は
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
保
護
衣
着
用
義
務
や
受
け
口
を
作

る
べ
き
立
木
の
、
胸
高
直
径
が
40
㎝
か

ら
20
㎝
以
上
へ
拡
大
等
が
段
階
的
に
施

行
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
特
別
教
育
の
改
正
の
み
、
来
年
８
月

１
日
の
施
行
・
適
用
》

　

新
た
に
造
材
の
方
法
及
び
下
肢
の
切

創
防
止
用
保
護
衣
等
の
装
着
に
つ
い
て

学
科
が
追
加

　

こ
れ
ま
で
、
伐
採
業
務
特
別
教
育
終

了
の
方
に
つ
い
て
も
、
令
和
２
年
７

月
ま
で
に
、
補
講
を
受
け
な
け
れ
ば
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
用
い
た
伐
木
等
作
業

に
就
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

（
参
考　

補
講
時
間
）

安
衛
則
第
36
条
第
８
号
修
了
者

（
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
等
の
講
習
を
受
け
た
者
）

　
　
　

学
科
教
育　

２
時
間

　
　
　

実
技
教
育　

０
．
５
時
間

安
衛
則
第
36
条
第
８
号
の
２
修
了
者

（
第
８
号
未
修
了
者
）

　
　
　

学
科
教
育　

３
時
間

　
　
　

実
技
教
育　

２
時
間

安
衛
則
第
36
条
第
８
号

（
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
等
の
講
習
を
受
け
て

い
な
い
者
）

　
　
　

学
科
教
育　

６
時
間

　
　
　

実
技
教
育　

４
．
５
間

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

岡
山
労
仂
基
準
弘
報
７
月　

よ
り
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令
和
元
年
九
月
一
日
（
第
四
六
七
号
）

（
隔
月
一
日
発
行
）

林

声

岡
山
県
林
政
課
内
　
岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
│
四
│
六

編
集

発
行

〒700-8570

この用紙は、日本の森林を育てる
ために間伐材を積極的に使用して
います。

　
小
阪
部
川
ダ
ム
は
、
昭
和
30
年
に
新

見
市
上
熊
谷
と
唐
松
に
ま
た
が
る
小
阪

部
川
に
竣
工
し
た
ダ
ム
で
、
岡
山
県
南

部
へ
の
灌
漑
用
水
供
給
が
目
的
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
管
理
事
務
所
が
60
年

以
上
を
経
過
し
、
耐
震
性
を
高
め
る
必

要
が
あ
っ
た
た
め
、
平
成
30
年
３
月
に

建
て
替
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
建
物
の
特
色
と
し
て
は
、
１
階
が
Ｒ

Ｃ
構
造
で
２
階
及
び
３
階
は
ス
ギ
の
Ｃ

Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
工
法
が
採
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
１
階
は
玄
関
と
車
庫
、
２
階
は
ダ
ム

操
作
室
と
事
務
室
、
３
階
は
会
議
室
や

宿
直
室
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
職
員
の
感
想
は
、
「
木
の
ぬ
く
も
り
が

感
じ
ら
れ
断
熱
性
や
防
音
性
に
優
れ
、

快
適
な
環
境
で
ダ
ム
の
管
理
業
務
が
行

え
る
」
と
好
評
で
し
た
。

　
木
質
構
造
の
国
営
ダ
ム
管
理
事
務
所

は
全
国
初
で
、
こ
う
し
た
工
法
が
全
国

で
も
採
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
木
材
使
用
量
　
　
　
１
０
３
立
方
㍍

　
う
ち
Ｃ
Ｌ
Ｔ
使
用
量
　
８
０
立
方
㍍

（
新
見
普
及
指
導
区
）

「
岡
山
県
小
阪
部
川
ダ
ム
管
理
事
務
所
」

森
林
・
林
業
施
設
等
の
紹
介

外　　観

会議室 宿直室

【　特別共販日のご案内　】　　　岡山県森林組合連合会

皆様の出荷を

お待ちしております！

開催日 特別共販名（開催共販所）

10月９日（水） 特別市（津山）

10月23日（水） 新見地区木材まつり（新見）

10月29日（火） 特別市（勝山）

11月11日（月） 第31回岡山県民有林優良材展示コンクール（津山）


